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   In this report, we report on the correspondence and achievements of the distance learning of 
active-learning based lectures Career Education Basic, which is the first-year course offered in the 
ethics and career education subjects. Therefore, as a countermeasure against infection with 
COVID-19, we decided not to give lectures on campus from April, but to conduct distance lectures 
from May. In the meantime, we prepared to maintain active-learning, which is a characteristic of the 
subject. We will obtain qualitative information from the report from students and summarize the 
difference the result of distance lectures in this year from the result of last year.



















































（H25） 必修 ――― 753 36 36 22※
2014
（H26） 必修 ――― 763 30 37 23※
2015
（H27） 選択 725 668 28 40 24
2016
（H28） 選択 716 579 7 18 38
2017
（H29） 選択 694 252 5 13 21
2018
（H30） 選択 753 286 8 17 18
2019
（H31） 選択 582 298 9 18 17
2020














































































































講義日 講義回 講義形態 テーマ
5月11日 第01回 オンデマンド 初回ガイダンス
5月18日 第02回 Zoom（全体）（外部講師講演）大学生活の
送り方（２）
5月25日 第03回 オンデマンド 企業を知る
6月01日 第04回 Zoom 自己紹介／グループワークの
しかた
6月08日 第05回 Zoom （学年横断）大学生活の送り
方（１）／研究室を知る（１）
6月15日 第06回 Zoom 研究室を知る（２）
6月22日 休講
6月29日 第07回 Zoom 働くということ




7月20日 第10回 Zoom 前期まとめ






9月28日 第14回 Zoom 遠隔による懇談会振り返り































































































































2020年度 2019年度 2018年度 2017年度
出席 94.4% 91.3% 90.7% 90.7%
遅刻 3.1% 4.8% 5.1% 4.6%









2020年度 2019年度 2018年度 2017年度
提出 99.3% 99.3% 99.5% 98.4%








2020年度 2019年度 2018年度 2017年度
提出 98.5% 95.4% 92.7% 92.9%



















2020年度 2019年度 2018年度 2017年度
提出 83.5% 99.6% 99.6% 90.1%

































6 松木　利憲 （2021 年 2 月）
７． オンデマンド授業の場合好きな時間に受講できることであ
る。朝が弱い人は夜に受講したりするといったことができる
○デメリット
８． 実験の授業が実際に手を使って行っているわけではないの
でよく理解できない
９． 私がこれまで提出してきた課題の多くは未採点であり、自
分がどれだけ理解しているかの指標を得ることができない
＜コミュニケーション＞
○メリット
―――
○デメリット
10． 生徒同士でのコミュニケーションがある授業は３つ、生徒
と先生のコミュニケーションがある授業は４つのみです。
それ以外の授業では一方的な指導しかない授業資料を閲覧
して質問したいことがあるときにすぐに回答がこないこと
があり、解決が遅れてしまうことがある。
11． 質問がしにくいと感じており、先生からのフィードバック
もあまり受けられていない
12． 人と会うことも少なく、同級生とコミュニケーションをと
ることがほとんどない
＜時間管理＞
○メリット
13． 通学する時にのる電車に時間を使うことがなくなったので
その時間を他に当てることができる
14． 授業を受けるタイミングを各自で決められる
○デメリット
15． 授業の時間が固定されないため生活リズムが崩れる
16． 外に出る機会が少ないので運動不足になりやすい
　レポート内容については、全般、教育効果、コミュニ
ケーション、時間管理について、抜粋した。
　１～４については、新型コロナウィルスへの対応は理
解しているものの、前向きに将来のオンラインで仕事を
する際のイメージをしている学生もいることがわかる。
ただし、オンラインで毎日PCに向かうことで、接続す
るインターネット回線環境やモチベーションについてデ
メリットに上げる学生もいた。
　教育効果としては、オンデマンド講義の視聴できる時
間の融通性と反復性を上げる意見は多数見られた。ただ
し、オンラインで行わざるを得ない実験などへの理解度
やコミュニケーション不足への不安が感じられる。
　コミュニケーションについてはデメリットと感じられ
た内容が多数あった。特に教員への質問がしにくい、学
生間のコミュニケーションや人間関係の構築ができな
かったことへの不満である。
　時間管理については、通学時間がゼロになったことや
オンデマンド講義により、時間の活用について自由度が
高まったことでメリットとされた内容が多く見られた。
半面、学生自身の生活が乱れることや運動不足になるこ
ともあったようだ。
5．おわりに（今後に向けて）
　遠隔講義による、学生の反応からはポジティブなもの
とネガティブなものが検出されているが、教育効果につ
いては、深い検証が必要である。
　講義の手段として紙媒体のワークシートを使用したが、
提出率の悪さから鑑みると、すべてオンライン上で済ま
すようなプロセスの方が、提出率が高まることが事前学
習の提出率からもわかる。
　時間管理のメリット・デメリットを評価するためには、
講義の中で実施している生活時間記録簿という１週間分
の生活時間を記録させるワークシートが活用できる。生
活時間記録簿を基に振り返りを行う講義も行っているが、
2019年までの通学を伴う教室講義の際の時間の過ごし
方との比較なども必要であろう。ただし、月曜１限とい
う遅刻なども発生しがちなコマの下で、欠席遅刻が減っ
ていることはZoom講義による効果ではある。
　キャリア教育基礎では、「文章の書き方」について
継続して取り組んでいるが、2019年度までの学生と、
2020年度の学生について作成している文章の質に差が
あるのかは検討が必要である。
　システムを活用した特任講師と学生のコミュニケー
ションについては昨年同様の取り組みとして行っている。
特任講師と学生の関係構築において、差異が発生してい
るかについても比較が必要である。
参考文献
［1］ 2020学修要覧（電気通信大学）、13-23
［2］ 2014学修要覧（電気通信大学）、21
［3］ 松木利憲：初年次キャリア教育科目のアクティブラー
ニング促進による授業評価、 電気通信大学紀要32（1）、 
1-9、 2020年２月１日
［4］ 山田祥之：電気通信大学におけるITを活用した産学連
携による課題解決型授業の実例報告、電気通信大学紀要、
30（1）、44-51、2018年２月１日
